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※ さごし利用者で書家の梅津玄雲氏に揮毫していただきました。

親和会の基本理念

私たちは、利用者の個

人の尊厳を大切にし、障

がい者が地域の中で自分

らしく生きるための支援

を行うとともに、地域に

開かれ信頼される法人運

営をめざします。

すっかり秋めいてきましたが、皆さまいかがおすごしでしょうか。

さて業所紹介シリーズ、今回は鶴岡市にある就労継続支援B型事業所やまびこです。

やまびこは、親和会では最も歴史のある事業所で、親和会が障がい

者の地域支援家族会として創業した1998年に小規模通所作業所とし

て開所しました。

その後、授産施設、多機能型事業所（B型、生活訓練）を経て、現在は就労継続支援B型事

業所（定員20名）として運営しています。

長い歴史のある事業所だけに、利用歴の長い利用者の方もたくさんいらっしゃいます。

「障がい者が住み慣れた地域や場所で暮らすために、個人にあった福祉サービスを関係機関

と連携し総合的に提供する」・・・このような方針のもと、個人の適正や希望に叶う作業の

提供と工賃向上をめざして運営しています。

住み慣れた地域や場所で暮らすために

就労継続支援Ｂ型事業所やまびこ

やまびこの思い出 22年間
佐藤 由紀

毎年行われてきた親和会総会、今年はコロナウイル

スの影響でできないようです。鶴岡地域と酒田地域の

合同の総会は、毎年楽しみにしてきました。残念です。

今、68歳の私ですが、これからの目標として人の話

をよく聞く自分、人と話す時は３秒くらい時間をおい

て話す自分になることです。

欠点としては、人の話をあまりよく聞かず自分本位

に話を進ませる強気の自分です。良いところは、レシ

ピなどで勉強して料理を食べること。特に笑顔を忘れ

ず人と接していこうと思うことです。

これからもよろしくお願いします。

鶴岡地区
岡田竜之介さん（やまびこ）

本間みゆきさん（あすか）

板垣貴秋さん（さんのう）

佐藤眞知子さん（鶴岡GH)

齋藤晃さん（本部）

近年、地震や台風など、災害が増加して

います。

鶴岡の５つのグループホームでは、防災

対策として、

①防災用携帯ラジオを1台用意

②転倒防止伸縮棒

③非常食を購入

しました。

鶴岡グループホーム

防災対策しました
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佐藤 由紀さん

いつも笑顔がステキで

す‼

やまびこに通所して22年の佐藤由紀さんに、感想を寄せていただきました。

親和会では、10月1日

に、勤続10年の職員に

表彰式を行いました。

理事長より「10年の

長きにわたり法人の業務

運営向上に寄与され、あ

りがとうございました。

今まで培ってきた経験を

活かして、これからもよ

ろしくお願いします」と

感謝の言葉がありました。

「やまびこ」では、手先が器用という利用者

の強みを生かして、網戸の張替え作業を行いま

した。

現在のところ、親和会の職員や利用者、他の

法人様等に限定して、網戸の張替え作業の出張

サービスも行っています。ご希望の方は、「や

まびこ」までご相談ください。一枚1,500円～

です。

網戸の張替え作業 出張

サービスやってます！

酒田地区
岩﨑美代子さん（さごし）

10月2日に、櫛引の佐久間利兵衛観光農園へ

ブドウ狩りに行きました。コロナ対策のため貸し

切り‼

ブドウ園の入り口では大粒のピオーネがお出迎

え。シャインマスカット・ももたろう・安芸ク

イーンなど7種類のブドウ棚で「粒取りブドウ狩

り」旅するようにエリアを味めぐり。

「締めはめいめいお気に入りの一粒を。幸せの

一粒に、にっこり笑顔」・・・「来年も来てくだ

さい」とあたたかい言葉もいただきました。



本部の検温器とアルコール

コロナ対策として、来訪者に体

温計測していただいています

あすかでは、10月7日に避難訓練、芋煮会とジェ

スチャーゲームを行いました。

消防署の方も招いた避難訓練では、避難まで1分

弱と機敏に対応できました。

お昼は、玄関前の駐車場で、芋煮会。秋晴れの気

持ちの良い気候の下、おいしい芋煮に舌鼓を打ちま

した。

午後からはジェスチャーゲーム。「ゴリラ」や

「カメラ」果ては「渋柿」など難問奇問に、ジェス

チャーする職員もあてる利用者も悪戦苦闘‼

おやつとして出されたのはシャインマスカット。

甘くておいしい～大変充実した一日でした。

8月29日、あずま事業所にて夏祭りを行いました。天

候にも恵まれ、駐車場で、職員が焼き鳥や焼きとうもろこ

しを焼き、もつ煮や玉こんにゃく、ラムネなどを提供した

ほか、縁日のようなお菓子釣りなどの催しも行い夏祭りの

雰囲気を演出しました。

9月19日には酒田の飛鳥沼公園で芋煮会‼詳細はホー

ムページをご覧ください。

さんのうでは、10月1６日に鶴岡市の加茂

水族館に行きました。

さんのうに戻ったあとは、お菓子をつくっ

て食べました。

前回に引き続き、新型コロナウィルスの問題を特集します。

親和会においても、事業運営など、新型コロナがさまざまな方面で大きな影響を与えてい

ることが明らかになりました。

続・コロナ禍を生きる あすか事業所

戻ってからは、お菓子作りに挑戦‼

感染予防対策の徹底 「家族会」総会は中止に
感染予防のため、利用者の方には引き続き、マスク・手洗い消

毒や検温の徹底をお願いしています。事業所でも、「毎朝、職員

が触れる部分すべての消毒を実施中」（相談支援事業所ぱすて

る）、「食事は３密を避けている」（多機能型事業所あすか）等、

万全の態勢で臨んでいます。

また、密を避けるため、レクレーション等は各事業所に限定し

て実施しています。「家族会」総会は10月に実施予定でしたが、

新型コロナの収束が見通せない状況にあり、今年度は中止を決定

しました。

コロナ流行により通所事業所の作業に支障も
コロナの流行により、通所事業所の作業に支障が生じはじめています。

▶衛生品が買いづらくなっている。通販サイトに品物がない。

▶毎年、８月はおみやげ用のお菓子箱や化粧箱づくりが忙しいが、今年はほとんど受注がな

かった。経済が回っていないことを実感する。（やまびこ）

▶作業が激減している。コロナ流行により部外者の立ち入りが禁じられたため、某施設の清

掃の仕事を断られた。某社では人件費削減のため、部品の納品がなくなった。その会社まで

職員が部品を取りにいかなければならなくなった。（あすか）

▶観光産業関連の仕事が減った。中国からの部品が届かないため作業が半減した。（さんの

う）

▶お土産物の箱作りやお菓子の箱詰め等、内勤作業が少なくなった。（さごし）

あずま事業所では、内勤等、コロナ流行以前の状態に戻ってきています。

各事業所では、上記の事態を打開すべく様々な対策を講じています。今後、事態がどのよ

うに推移するのか、今後の経済動向なども踏まえ、引き続き注視する必要があります。

「新しい生活様式」への模索も始まる

「新しい生活様式」への模索も始まっています。

「作業が減っているなかでも、利用者の方が通所してくれてありがたい」（さんのう）

この間、さんのうでは通所率がアップしています。コロナ禍の中で、事業所へ通所するこ

とが利用者の心の拠りどころとなっているのではないでしょうか。

鶴岡グループホームでは、感染予防のため外食をテイクアウトにしていましたが、3密を

避けつつ店舗での外食が始まりました。酒田グループホームでは、事業所がお休みの時も

外出を控えている一方、９月中旬からはホーム毎に外食に出かけています。

コロナ収束が見通せない中で、障がい者の生活様式はどうあるべきか・・・各事業所で

はさまざまな模索を続けています。

さごしでは、夏祭り（8/10）や流しそうめん

（8/29）、かき氷など各種行事で今年の猛暑を乗り切り

ました‼

夏祭りでは、屋台やヨーヨー釣り、スイカ割りなどを行

い、大いに盛り上がりました。

9月には障がい者アート展の見学にも行ってきました。

さんのう事業所

さごし事業所 あずま事業所

消火器の使い方の

説明も受けました

↑芋煮会↑

大鍋で煮ると

うまい‼

ジェスチャーゲーム

障
が
い
者
ア
ー
ト
展


